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二次代謝産物を指標とした有用油性酵母のクラスター解析
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 油性酵母は出芽酵母と比べ脂肪酸生産量が多く、バイオディーゼル等の物質生産の宿主候補と

して近年注目されている。本研究では油性酵母を用いた産業的物質生産技術の開発を目指し、産

業用宿主としての油性酵母の基本特性を調査した。7属 15種の油性酵母を選定し、培養条件検討
及び二次代謝産物の網羅的解析を行った。その結果、炭素量/窒素量比が高く且つ微好気条件下に
おいて旺盛な生育が見られるとともに、二次代謝産物生産量も多いことが明らかとなった。脂肪

酸及びテルペノイドの定性・定量解析を行った結果、脂肪酸、ステロイド及びカロテノイド計 83
化合物が検出された一方で、モノ-、セスキ-、及びジテルペノイドは検出されなかった。検出

された化合物について成分構成比を指標にクラスター解析を行ったところ、脂肪酸の比率の高い

クラスターとステロイドの比率の高いクラスターに分類された。前者は脂肪酸及びテルペノイド

の総蓄積量が多い傾向、後者は少ない傾向が示唆された。本研究は、経済産業省委託事業『革新

的バイオマテリアル実現のための高機能化ゲノムデザイン技術開発』の一部として実施した。
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